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研究成果の概要（和文）：本研究は、イギリス近代の文学や視覚芸術に見られる植物表象を植物学、植物書、科
学史等の文脈から多角的に考察し、植物表象が資源や権益をめぐる社会の権力構造やその構造から生まれる個人
の欲望と連動して形成されていることを検証したものである。これは、文学等に表現された草木等の自然が、資
源としての各種の植物の価値と相補関係にある文化・社会的構築物であることを明らかにすることでもある。本
研究では17世紀から19世紀初頭までのロマン主義期に至る代表的な植物学者や園芸家に焦点をあて考察し、ロマ
ン主義期に至る文学における自然が、歴史的な相対化によって批判的に考察されるべきものであることを明示す
るものとなった。

研究成果の概要（英文）：This research project explored plant representations in modern British 
lterature and art in the social and scientific contexts of botanical and horticultural development, 
to set them as complementary to the human desires for natural resources which were derived from 
societal power structures. This project also endeavored to reveal that natural representations in 
literature and the arts were structured as correlative to the values of plants as resources. In this
 research, we also investigated various botanical scholars, horticulturalists and scientific patrons
 of plant cultures in the 17th, 18th and early 19th centuries, to detail how these social and 
scientific contexts influenced individual endeavors to delineate plants and their related 
information in the scientific or artistic fields. The results highlighted that literary 
representations of nature until the Romantic era were open to scrutiny and supported by historical 
objectification.

研究分野： ロマン主義期を中心としたイギリス文学

キーワード： イギリス文学　植物学　植物書出版　ロマン主義　科学史　王立協会　植物園　プラントハンター
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１．研究開始当初の背景 
 イギリス近代文学における植物表象は、植
物学や園芸、また植物を描いた視覚芸術など
の社会・文化的文脈が明らかであるにもかか
わらず、十分に歴史的、思想的に掘り下げら
れていない状況であった。17 世紀以降の科学
的関心の広まりは植物学の発展を促し、緻密
な自然観察は植物画の質を高めると同時に
文学者の植物描写にも影響したと推測でき
るが、そうした文化的に異なる知的関心領域
の相互作用が、植物表象を考える際にどれほ
ど勘案されてきたのかについては殆ど文学
研究領域においては具体的な成果が見られ
なかった。植物表象が潜在的に関係する社
会・文化的文脈を明らかにし、個別の事象に
ついて検討することが、近代イギリス文学の
表現の射程を深く理解することにつながる
と考えられた。 
 
２．研究の目的 
 本研究では上記の問題を踏まえて、イギリ
ス近代文学における植物表象を、植物学、植
物書、科学史等の文脈から多角的に考察する
ことを目指した。そして、特に 18 世紀以降、
植物表象が資源や権益をめぐる社会の権力
構造やその構造から生まれる個人の欲望と
連動して形成されていることを検証し、文学
における自然表現が、資源としての各種の植
物の価値と相補関係にある文化・社会的構築
物であることを明らかにすることを目指し
た。これは、ロマン主義期にいたる文学にお
ける自然を、歴史的な相対化によって批判的
に考察することにもつながるものである。 
 
３．研究の方法 
 本研究の遂行方法は文献調査であり、研究
発表、論文作成を行うことと同時に、大英図
書館で史料調査を行い、各種書誌リストを参
考にして書誌情報の整理のためのデータベ
ース作成を行った。毎年国際学会において研
究発表を行うとともに、国内で定期的に研究
会を開き、本研究のテーマおよび関連の内容
についての研究発表を行った（イギリス・ガ
ーデン研究会）。まとめられた成果は、しか
るべき論文誌に掲載されるとともに、『ガー
デン研究会ジャーナル』に集約し発行した。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果発表の場として雑誌発行を
当初から計画し、投稿規程を設け、この課題
による研究活動の成果を広く掲載する方針
をとった。基本的事実の理解における錯誤が
見受けられる場合などを除き、ほぼ全ての投
稿論文を査読の上掲載した。このような手法
をとったのは、この研究テーマによる成果を
集約させるという目的に加えて、このテーマ
が学際的であり、各分野に閉じてしまいがち
な専門の学術雑誌においては公開まで時間
がかかることが考えられ、現在進行形の研究
成果を独自に情報発信するほうが良いと判

断したためである。このようにして本研究の
研究成果は、主に『ガーデン研究会ジャーナ
ル』１～４に纏められるとともに、ジャーナ
ルホームページで公開されている。以下は、
研究内容の概略である。 
 イギリスにおける 17 世紀以降の植物学の
研究については、これまで文学研究の中でほ
とんど考察されたことがないため、まずイギ
リスで出版された植物関係の書籍の変遷を
調べた。植物学出版の歴史には、分類学、印
刷技術、読者層などの変遷が関与しているが、
イギリスにおいて文化形成への影響関係が
明らかであるのは分類学である。植物分類学
は 17 世紀までは各種の自然分類法が採用さ
れていたが、18 世紀になるとトゥウルヌフォ
ールの花の形を主とした人為分類法が広く
受容されるようになり、イギリスでもそれは
世紀の中ごろをすぎるまで続いた。その後、
おしべとめしべの数により植物の分類を行
うリンネ分類の受容がイギリスで積極的に
行われたが、それはジョセフ・バンクスが王
立協会会長であった時期（1778-1820）に顕
著となっている。本研究ではこの時期、イギ
リスにおける植物学が国富的営みとして捉
えられるようになったこと、リンネ分類学へ
の忠実な態度が植物学として正統と考えら
れたことを重要視し、植物学をめぐる権力構
造について考察を行った（雑誌論文①、研究
発表⑬など）。また、ジョン・レイ、フィリ
ップ・ミラー、ウィリアム・カーティス、J.C.
ラウドンなど、イギリスにおける博物学者、
園芸家などを個別に考察し、時代的文脈と合
わせて検討した（雑誌論文②、⑥、⑩、⑪、
㉑など）。これらの検討を加えた人々はほぼ
例外なく分類学の成立や変化に関わってい
るか、もしくは実際の園芸上の事実と分類学
上の知見との差異に対応を迫られているか
であった。総合的に見ると、植物学の書籍や
植物への関心を綴った文章がどのような文
脈で読みうるかについては、それらが書かれ
た時代の社会状況全般を勘案した複合的な
視点から考察しなければならず、ロマン主義
期に植物学が大衆化していく時に至って初
めて、植物学的知見は文学領域に取り込まれ
ていったと考えられる。 
 イギリス国内での事項の検討に加えて、フ
ランスの植物学との関係、またロマン主義期
以降のアメリカでの博物学等について、本テ
ーマの発展として検討した（雑誌論文 ⑨、
⑭、⑲、研究発表⑫など）。他には、18 世紀
初頭の未知の土地への興味関心の様態、およ
びその後海洋情報が精緻化していく点を示
す事例や（雑誌論文⑬）、アメリカにおける
緑の価値への考察（雑誌論文⑧、⑮）、デザ
イン化された植物表象への考察（雑誌論文③、
⑦）などがあった。植物表象の問題について
は、イギリス国内のみならず大陸からの影響
やアメリカでの受容の形態など様々な角度
からの考察がありうることが分かったが、イ
ギリスとの政治的関係により相互の影響の



あり方も大きく変化を強いられた点に注意
を向ける必要がある。アメリカ独立戦争をは
さんで、アメリカからの草木輸入に変化が起
き、ナポレオン戦争期には英仏の植物学ネッ
トワークは大打撃をうけている。イギリスを
中心に見た場合、リンネ植物学の牙城として
ヨーロッパにまで影響を振るった点を重要
視する必要があるが、逆の見方をすれば、ヨ
ーロッパやアメリカでの植物学的、園芸上の
関心は、イギリスとは違う行きかたをしたと
考えられ、分類学の場合に見られるように、
イギリスにおける植物学、園芸については、
イギリス以外の地域からみた文脈によって
相対化される必要があるといえる。 
 植物学関係の書誌情報については、17 世紀
までは英語で書かれたものは数が少ないが、
18 世紀になると次第にイギリス各地の植物
誌などが制作されるようになる。18 世紀中ご
ろまではラテン語のものも散見するが、イギ
リス以外のヨーロッパ各地での出版も目に
付く。18 世紀後半になるとリンネ分類に基づ
いた英語による書籍は圧倒的な数となるが、
異なる分類法の提案やリンネ分類の部分的
修正を提示したものもある。本研究期間中に
収集した書誌情報については、出来る限りイ
ンターネット上で公開されているものを取
り込んだ。版違いのものなどもあるが、およ
そ 8割の書籍がネット上で閲覧できるように
なっていた。今後はこの資料を用いて植物書
の出版史について何らかの視点から考察を
続ける予定である。 
 ウィリアム・カーティスの園芸家としての
活動、および彼が運営した植物園付属の図書
室の書籍について検討した（雑誌論文②、⑩、
⑪、㉑）。付属図書室の書籍については、書
籍の追加情報も含めてリスト化し、会員情報
についても考察を加えた。この植物園の蔵書
については、英語圏でも充分な研究がなく、
18 世紀末における植物出版の様態を知るた
めにも重要なものとなっている。 
 文学作品を中心テーマとし、そこに庭や植
物表象がどのように現れているかについて
はいくつかの考察がなされた（雑誌論文⑫、
⑯、⑰、⑳、研究発表⑩、⑬など）。また、
文学研究における植物表象を考えるに当た
って、文学研究に見られる非歴史的態度の功
罪についての考察も行った（雑誌論文⑱）。
これらの考察は今後さらに深められる必要
があると考えられる。文学に現れた植物の表
象は、その背景に植物学や植物の育成に関わ
った人々が残した様々な観察や思想とのつ
ながりを読むことが可能であるからである。 
なお、国際学会での研究発表論文のうち①、
③、⑨、⑬については、『ガーデン研究会ジ
ャーナル４』に英文原稿が採録されている。 
 本研究の成果として最も重要な点の一つ
は、イギリスにおける植物学に関する知見を、
代表的な園芸家、植物学者への考察を通して
まとめ得たこと、および植物表象に関係する
考察の射程を、イギリスに限らずヨーロッパ

およびアメリカに広げたことである。17 世紀、
ジョン・レイの時代にはすでに植物を通した
情報伝達のネットワークがグローバル化し
つつあったが、ヨーロッパの植物研究に追随
しつつ、ジョン・レイに見られるような自然
神学の思想が生み出されたことは、イギリス
の思想的形態として特徴的である。また、植
物資源への関心が高まる中で、イギリスがリ
ンネ分類学の中心地となることで他国への
学術的優位性を持ちえたことが国富的利権
と結びついていたことは、イギリス・ロマン
主義期の植物表象を考察する際に念頭に置
かねばならない事項である。そしてそうした
イギリスにおける植物表象の特徴が、大陸お
よびアメリカにおいては別途の展開を見せ
ていることもさらに掘り下げられなければ
ならないだろう。この点は単に植物表象の考
察のみならず、地球上の各地域において自然
や科学を近代社会がどのように理解する／
理解しようとしたのかという問題と無縁で
はないからである。 
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